
国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター

公認心理師実習演習担当教員及び
実習指導者養成講習会

令和６年度（2024年度）厚生労働省事業

ハンドブック
ー 担当教員と指導者がともに
　　　　養成を進めていくためのヒント ―













本講習会では、各団体や分野を超えて講師が集まり、認識共有
や内容調整を行うワーキンググループを開催しました。令和
５・６年度の講師による取り組みや、大事にしたいと考えたア
イデア・ポイント等について紹介します。

特に概論・総論はセットで考え、スライド構成や内容等につながりを持たせて、
概論で触れたことを総論でまとめる構成とする。

養成における実習・演習の位置づけ(制度・カリキュラム) は資料提示のみとし、
「実習指導方法論I」にて具体的に講義する。

ワーク例：「実習演習でどんなことに困っている/工夫をしているか？」「公認心
理師を養成する意義や目的は何か？」「自分の課題は何か？」「講習会を通して
学びたいことは何か？」
進行役や書記役の設定（例：「名前のあいうえお順で」と指示）や役割の交代に
ついて明示する。

最初の科目として、養成講習会の目的や養成の意義、養成プロセスの全体像、公
認心理師に関する障害者総合福祉推進事業のデータなども資料提示する。

ワークでは、グループ内で互いの現状や課題意識を共有し、養成・育成がなぜ大
事なのか、今後にどうつながるかをテーマに話し合いを行う。それらをふまえて、
本講習会における、自分自身にとっての受講目標を設定する。

公認心理師養成に関する基本的な考え方や知識を学ぶ。
講義では、養成課程の概要、実習演習の位置づけや学部・大学院別にみた学生の到達目
標について理解する。
演習では、受講者同士の意見交換を通じて、養成実践上の課題の共有や、指導者講習会
における自らの学習目標を設定する。
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各分野における実際の業務内容や支援場面、多職種との連携の実際等、（教科書
ではわからない）現場の声を具体的に伝えることを重視する。そのため、現場で
の実践に精通した講師が講義を担当するのが望ましい。

各分野に関わる近年の動向（法律・制度、課題など）をトピックとして追加し、
現場での支援とのつながりについて具体的に説明する。なお同分野内でも全てを
網羅することはできないため、講師が経験のある領域を中心に取り上げると良い。

教員によって各分野の現場経験が異なるため、特定の分野の現場経験が少ない教
員でも、実習の実態をイメージできるように実習プログラムや学生に学んでほし
いポイント、教員に知っていてほしいことを具体的に伝える。

意見交換の時間を十分に確保するため、いくつかの分野の講義後にワークを設定
する（例：福祉と教育、司法・犯罪と産業・労働など、2つの分野をまとめてひと
つのワークを行う）。

ワークの一つ目は、受講者の５分野に関する実務経験を共有する時間をとれると
良い。

ワークは講義の内容を踏まえた上で、実習に学生を送り出す際の事前準備や留
意事項、実習施設側との調整や連携、現状の課題等について話し合う（例：
「教員と実習機関とが協働してできると良いこと」「教員が行うべき事前指導
と実習中・実習後の対応」「実習先探しで苦労していること、その他困ってい
ること」）。

分野の独自性に加え、共通点にも触れる。本科目の最初に、各分野に共通する臨
床業務の理念や公認心理師の役割等について短時間で講義を行い、その後、各分
野の特徴や相違点が理解できる内容の講義に進む。

各分野の講義時間は、現在の公認心理師実習の状況や受け入れ施設数の割合等を
考慮して設定する。医療機関は実習先として必須とされているため、十分な講義
時間を確保する。
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近接科目である「実習指導マネジメント論」「実習指導方法論Ⅱ」との講義内容の
役割分担については、担当者間で十分に話し合いながら決定する。
「正統的周辺参加」というキー概念については「実習指導方法論I・II」とで共通さ
せることを意識。その他の言葉遣いも確認し、齟齬がないよう統一する。

今すでに学生を受け入れ実施している実習内容の不備・不足を指摘する形にならな
いよう配慮。また学生の不十分な点の改善だけでなく、学生の伸びしろに目を向け
た意見交換になるよう、「工夫」について考える形でのテーマ設定や声掛けを実施
（例：心理実践実習「担当ケース」の主体的関わりを高める工夫、レディネスが多
様な実習生への指導上の工夫について話し合う）。

学部～大学院のカリキュラムの全体構造と各段階での到達目標について整理し、全
体の構造をつかみやすくなるよう工夫する。
「担当ケース」については、厚生労働省の公的見解と現場での考え方を伝える。そ
の際に、各現場の現時点での実践実習内容を否定せず、「より良いものにする工
夫」「目指していくべき方向性」という形で具体例や工夫例を解説する。

具体的な実習内容や指導技法は他科目で対応し、環境・体制整備やリスク管理等の
マネジメントに特化した内容に焦点化する。
特に、近接科目である「実習指導方法論Ⅰ」「実習指導方法論Ⅱ」との講義内容の
役割分担については、担当者間で十分に話し合いながら決定する。

教員と指導者が各現場でのマネジメントの実際について意見交換する。その際、工夫
点や苦労が報われたと感じる出来事も話し合ってもらうことでマネジメントに対する
前向きな意欲を引き出す（例：事前準備の工夫、うまくいった対応などを話し合う）。
トラブル対応は事後対応のみならず早期発見・介入の工夫、トラブル経験後の成長な
どについて議論することで前向きな着想が得られるよう配慮（例：実習期間中に個別
対応が必要となった学生の事例を用い、事前予防と事後対応、実習施設と養成機関と
の連携の在り方について話し合う）。

学生の派遣・受入は組織間で行うものであり、組織全体でのルール・体制整備が不可
欠であることの共通理解を図る。
講義では、契約・事務的手続き、情報セキュリティ・安全管理（危機管理体制、感染
症予防、ハラスメント防止等）、トラブル対応と連携の在り方など、実習における具
体的なマネジメント方法を実習前・中・後の各段階ごとに学べるように構成する。



「心理演習方法論Ⅰ～Ⅳ」がまとまりのある学習になるよう基礎的知識を整理する。
「心理演習方法論Ⅰ～Ⅳ」と内容の重複が生じないよう各科目の担当者と十分に話
し合う。

本科目は講義のみの設定ではあるものの、リスクマネジメントについて考えるミニ
ワークを設定し、「学生への対応」や「今後の予防策」について受講者が具体的に
考える時間を設定した。

事前学習・演習・事後学習の進め方、体験学習を促すための基本的役割、教材と評
価方法、リスク管理・安全管理などについての理解を深められるように、各大学や
講師の具体的な実践事例を紹介する。
情報が偏らないように複数の養成機関のシラバスを基に作成した一般的なモデルを
例示した。

学生の主体的な学びを支援するための心理学理論（マズローの欲求５段階説、
ARCS動機づけモデル、認知的徒弟制のステップ等）に基づいた指導法を紹介する。
受講者が理解しやすいように、まずは馴染みのある理論モデルから説明を始め、段
階を踏んで新しい理論モデルへと移行していく。また、理論に偏りすぎないよう指
導の場面で実際に使える具体的な言葉かけも併せて提示する。
新しい理論モデルを教員と指導者が共に学び、共通認識を持つことで、講習会終了
後も実習プログラムの設計や学生指導に関する対話を続けていくための意識を育む。

「実習指導方法論Ⅰ」は「Ⅱ」の前段階と位置づけ、講義内容を構成する。まず、
「Ⅰ」では到達目標や枠組みを説明し、その基礎の上に「Ⅱ」でより実践的な内容
や具体的な方法を取り上げる。また、講義資料の作成段階、講義の実施中・実施後
において、担当者間で密接に意見交換を行い、齟齬がでないようにする。

講義を情報のインプット、演習をアウトプットとして捉え、講義と演習を交互に行
うことで学んだ情報を効果的に定着させるとともに実践をイメージできるように工
夫する。受講者の理解度や疲労感を考慮してひとつひとつのワークは無理のない時
間配分を設定すると共に、講義の冒頭でその進め方についてあらかじめ受講者に告
知しておく（例：紹介した理論モデルについての意見交換を行う。「ここまでの講
義の感想・疑問・今後の課題について意見交換をしてください」）



学部で実施する「心理演習」の内容や目標を念頭に、演習を通じて、学生に何を体験
的に学んでほしいかを考える姿勢を持つことを推奨する。
受講者に実際にグループワークを参加体験してもらいながら、グループワークの基本的な
運営を理解し、ワークを通じてグループワークの楽しさや難しさを改めて実感してもらう。
参加体験のみに留めず、ワークを運営する側としてのポイントを共有する。ディスカッ
ション時間を可能な範囲で十分確保し、受講者同士の情報共有の時間を充実させた。
演習の”前後”で何を教えると効果的か、積み上げ式・継続的な視点を有した指導と学
習について考える。
受講者自身の指導内容や指導方法の特徴、課題等について理解し、今後も自ら向上を
図ることができる態度の滋養を促進する。

各受講者が実際に演習プログラムを考案し、グループ内や全体で共有・フィード
バックすることで、様々な演習プログラムに触れる機会になるよう工夫する。

アセスメントには変わらぬ基盤と変動することがあることを念頭に、国内外の新
しい知見及び伝統的知見を可能な限り偏りなく紹介。
学生を対象として作成したグループワークを受講者に体験してもらい、アセスメ
ントワークについて、「学生視点」「教員視点」の両面で検討を求めた。また最
後に、アセスメントワークの改良点を「俯瞰的な視点」で検討。

冒頭に「地域支援」のイメージを受講者同士で共有する時間を設け、専門や臨床
現場の違いにより想定する地域資源が異なることの理解を促進。
心理演習方法論Ⅰ～Ⅲの内容について適宜触れ、Ⅰ～Ⅲで扱った内容が地域支援
に含まれることや講義の連続性について説明し、つながりを重視。



作成の途中段階で、心理演習指導方法論および心理演習方法論Ⅰ～Ⅳの担当者間で
スライドを共有し、関連する他心理演習科目の内容・方向性を念頭に調整（具体
例：心理演習方法論担当者間でミーティングを開催）。

特に【心理面接】および【地域支援】は、最終日に開講されるため、他科目と重複
する点もあることから、他科目のテキストを事前に見て、関連科目・ページについ
て、スライド内にコメントを付け、復習を促した。

ワークの内容は、構成度が高く、侵入度が低く、かつ参加者が取り組みやすい内容とす
ることを意識。受講者同士の交流をさらに促し、リラックスできたり、プレイフルに楽
んだりしながら実施できるワークを導入（例：ふたりでコピー、いらすとや検索など）。

他科目で事前に扱っている内容は簡略化する。
例えばロールプレイについて、【心理面接】では実施にあたっての配慮・工夫を扱い、【地
域支援】ではロールプレイの振り返り・フィードバックを取り上げる等のすみ分けをした。

公認心理師の養成課程や卒後研修において、グループワークへの参加経験はあっても、
企画運営について学ぶ機会は少ない。何を教えるのか、臨床で大切にすべきコミュニ
ケーションは何かを考えることを教授し、「実際の指導に活かす」ことを目指す。

受講者間で意見が割れる話題（生死やトラウマ事象等）は、教育上重要な事象であ
ると考え、あえてワークで取り扱った。こうしたことにより、議論も活性化し、受
講後も検討を重ねてもらえるような可能性が見えた。

学生は、ロールプレイで学ぶことも多い一方で、「うまくできなかった」「適性が
ない」と戸惑いや恥ずかしさを感じやすい。そのため、教わる側の学生の立場を体
験するワークを通じて、予防的な対応や事後的なフォローの在り方を考える機会に
してもらう（例：ロールプレイの事前導入課題の体験ワーク「架空の心理面接のや
り取り事例の音読」）」。

様々な専門や経験を持つ受講者が作成した事業案を、受講者同士で共有することで、
様々なアイデアがあることだけでなく、自身の専門外で行われる支援そのものや、
学生にどうイメージさせるかの工夫を共有する。



様々な指導法・SVの形式がある中から、学習者のニーズに応じた方法を選択できる
ことが重要である一方、どの指導法にも基盤となっているコミュニケーションスキ
ルについても共有する。

全体へのフィードバックにも反映できるよう、講師は可能な限り受講者の間を巡回
して接触をはかり、楽しんでワークに取り組むことを促したり、受講者間で積極的
なコミュニケーションが生じるよう働きかける。

受講者自身が、コミュニケーションスキルに改善の余地があることや、フィード
バックを受ける際の感情反応に気づくことを狙いにワークを設定する。例えば、新
たな学習法（限界学習など）を実施したり、講師より評価・フィードバックを加え
るとすると、正しくできるか不安を感じたり、新しい課題に意欲が湧いたり、受講
者の反応は多様である。このように、緊張や不安、意欲的でリラックスした姿勢が
学習に影響することを身をもって体験できる。
また、指導にはフィードバック・評価が必須であるため、全体や各グループに対し
て、講師より評価・フィードバックを加えることを意識し、モデルとしてもらう。

講習会の目的や内容を概観する際には「概論」で用いたスライド資料を活用し、統
一感が出るように調整する。
概論のワーク内容（「養成の意義」や「自身の課題や講習会で学びたいこと）に対
応するようにワークの課題を設定（例：「概論で記載した課題や学習目標に対して
どのような学びが得られたか」）。

ワークの際は、誰かに何かをしてもらうといった受け身的な発想にとどまらず、自
分では何ができそうかを具体的に考えてもらうようにする（例：「明日からの指導
にどのように反映できそうか？」、「公認心理師全体の発展のために、それぞれの
立場で取り組めることは何か？」）。

冒頭で講習会の目的や意義、全体像を概観した上でワークに入るよう設定
教員・指導者がともによりよい養成を考え、後進を育成するいち個人として、また、
公認心理師全体として、皆でレベルアップすることが専門性の成熟につながる、と
いうメッセージを示したスライドを概論・総論共通で繰り返し提示。
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